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日本産業規格（JIS）改正の概要 
 

2025 年 12 月に，次の表に示す日本産業規格（JIS）が改正されたので，その概要を紹介する。 
 

改正発行 JIS 
規格番号 規格名称 対応国際規格（一致程度） 

JIS B 1509 
転がり軸受－止め輪付きラジアル軸

受－寸法，製品の幾何特性仕様

（GPS）及び公差値 

ISO 464:2015，Rolling bearings－Radial bearings with 
locating snap ring－Dimensions, geometrical product 
specifications (GPS) and tolerance values（MOD） 
 

改正の概要 

1．改正の背景 

この規格は，転がり軸受用止め輪に関する規格として 1966 年に制定され，1975 年，1987 年，2005 年及び

2020 年（以下，旧規格という。）の改正を経て今回の改正に至った。一方，対応国際規格である ISO 464 は，

輪溝及び止め輪に関する規格として 1976 年に制定され，1995 年及び 2015 年に改正された。 

今回，GPS（Geometrical Product Specifications 製品の幾何特性仕様）を適用した，転がり軸受に関する他の

JIS との整合を図るとともに，最新の様式に合わせる改正を行った。また，本体の表に修正すべき箇所があ

り，対応した。 
 
2．主な改正事項 

・引用規格（箇条 2） 

JIS B 1512-1（転がり軸受－主要寸法－第 1 部：ラジアル軸受）及び ISO 22872［転がり軸受－製品の幾何

特性仕様（GPS）－用語及び記号表示］を引用規格に追加した。 

・用語及び定義（箇条 3） 

用語及び定義を引用する規格として ISO 22872 を追加した。 

・記号（箇条 4） 

関連する他の規格との整合及び規格使用者の便宜を図るため，一部の図示方法を変更し，注記を追加・修

正した。また，表 1 の記号の字体及び記載順序を変更した。 

・輪溝及び面取りの寸法，許容差，許容値及び公差値（箇条 5） 

表 3 で，外径（記号 D）210 mm，直径系列 0 の軸受の輪溝側外輪端面から輪溝の側面までの呼び寸法（記

号 a）について，旧規格の値 5.59 は誤りであった。正しい値 5.69 に訂正した。 

・止め輪の寸法，許容差及び許容値（箇条 6） 

表 5 で，外径（記号 D）210 mm の軸受に取り付けたときの止め輪の呼び外径（記号 D2）について，旧規

格の値 228.8 は誤りであった。正しい値 222.8 に訂正した。 

 

以上 


